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みなさまもどうぞお気をつけいただきますよう祈っています。 

東海村衛生センター

の処理方式を変える

計画について 説明聴取 

豊岡に設置されています「衛生セン

ター」は、し尿・浄化槽汚泥の処理を

目的に、平成４年３月に竣工されま

した。 

現状は、築３３年を経過し、設備

の老朽化が著しく、緊急停止のリスク

が高まっているとのことです。 

村内の処置環境は、下水道普及

率が９２％、し尿等の搬入量は減

少傾向。（処理能力 40kl/日➡現

在の搬入量 13.21kl） 

 

現状の処理方式は、河川放流方

式。村はこれを、下水道放流方式に

したいとのことです。 

 

スケジュールとしてはＲ６年度内、

豊岡区自治会への説明。Ｒ７年度

に都市計画変更。Ｒ８年度に実施

設計。Ｒ９・Ｒ１０年度に工事。 

改修後の施設稼働をＲ１１年度

とする計画です。 

 

 

 

東海村衛生センター 

現状の処理方式「河川放流」は、適切な処理をしたうえで透明水で

久慈川に放流されています。下水道方式では、河川放流方式にはない

工事に国庫補助があるなども含めて「改修費および１０年間の維持管

理費」を試算比較してみますと、約６億５千万円少ないとのことです。 

下水道方式では、汚泥が処理工程を経て脱水され、重油を補助燃

料に焼却されます（すでに行われている）。この点が気になりますが、

みなさまのご意見をお伺いできればと考えております。（大名） 
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